
【事業の経緯】                 別添資料 1

道建-5  二般県道諌早外環状線(諌早インターエ区)事業の経緯

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完了 (億円)

当初
(H20新規評価)

H20 H26 169.0 ■5
延長=3.8km
幅員=7.0(12.0)m

第1回審議
(H24)

事業採択後
5年経過

H20 H27 169.0 1.3
延長=4.3km
幅員=7.0(12.0)m

第2回審議
(H26)

社会情勢等
の変化(全体
事業費の増及
び工事期間の

延長)

H20 H29 212.0 1.08
延長=4.3k冊

幅員=7.0(12.0)m

第3回審議
(H28)

社会情勢等
の変化(全体
事業費の増及
び工事期間の

延長)

H20 H30 227.0 1.05
延長=4.3km
幅員=7.0(12,0)m

第4回審議
(H29:今回)

社会情勢等
の変化(全体
事業費の増及
び工事期間の

延長)

H20 H31 264.3 1.04
延長=4,3km
幅員=7.0(12.0)m



再評価結果 (平成 29年度事業継続箇所)

担 当 課 :道路第二課

担当課長名 :酒井 進―

事業名

=般県道鎖軍球辮 線 (鉄箪インターエ区) 長崎県
4. 3 0km己終点

自
まち

町 貿暗紫鎮幹 賞蔚至

事業概要  :一般県進諫早外環状線は、諌早市街地を通過 B発着する交通を分散、導入することで、市衝地内の交通混雑を
緩和するものである。また、島原道路の一部を形成し、地域間の交流促進、産業の振興・経済活動の活性化に寄与する。

H20年度事業化 都市計画決定 あり H23年度用地着手 H23年度工事着手

約 264億 円 84% 0.Om全体事業費

計画交通量 14, 000台 /日  (H42)

ｒ
Ｉ
Ｉ
ｔ

95/456億 円
事 業 費:93/454億 円
維持管理費i20/2,0億 円

476/4フ 6億円
走行時間短縮便益:368/368億円

平成29年
走行費用減少便益i69/69億円

費用対効果
分析結果 1. 04

5. 02(残事業)

業 (全体事業)について感度分析を実施
B/併 1.01れ 1.08(交通量 ±1011)【残事業】B/C=4.82～ 5.22(交通量 ±10%)

事業費変動 :B/併 1.02～ 1.07(事業費 ±10%)

事業期間変動 :B/C=1.01～ 1.04(事業期間±1年 ) B/C=4.81～ 5.02(事業期間±1年 )

B/C=4.57～ 5.56(事業費 ±1
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【事業の経緯】                 別添資料

道建T6  -般県道諫早外環状線(鷲崎～栗面工区)事業の経緯

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着工 完 了 (億円)

当初
(H23新規評価 )

‖23 H30 120.0 1.33
延長=2.7k冊

幅員=7,0(12.0)m

第 1回審議
(H27)

事業探択後
5年経過

H23 H30 120.0 1.25
延長=2,7km
幅員=710(12.0)m

第2回審議
(H29:今回 )

社会情勢等
の変化(全体
事業資の増及
び工事期間の

延長)

H23 H32 170.0 1.04
延長=2,7km
幅員=7.0(12.0)m



再評価結果 (平成 29年度事業継続箇所)

担 当 課 :道路第二課

担 課長名 :酒井 進一

事業名
一般県道鋲箪球撲駅線 (牲藩～翼倍ェ区)

零菓
区′弁 一般県遭

事業
辛依 長崎県

起終点 自:宴蒔紫譲幹 謡 請 至:貿蒔紫譲幹 葉告貯 延 長 2.7 0km

霊業鶴霊  :諫早外環状線 (驚崎～栗面工区)は、島原道路の一部として広域ネットワークを形成し、地域活性化に大き
く寄与する自動車専用道路である。また、諫早市の環状道路として、諫早市中心部の道路混雑を緩和する事業である。

H23年度事業化 都市計画決定 あり H23年度用地着手 H24年度工事着手

全体事業費 170億円 業進捗率 67% 用済延長 0.Okm

計画交通量 14,000台 /日 (H42)
費用対効果
分析結果 1. 04

5.02(残事業) [

95/456億 円
事 業 費:93/454億 円
維持管理費:2.0/2.0億円

]

476/476億円
走行時間短縮便益i368/868億円 平成29年
走行費用減少便益:69/69億円

業 (全体事業)について感度分析を実施
B/C=1.01～ 1.08(交通量 ±10%)【残事業】B/C=4.82～ 5,22(交通量 ±10%)

事業費変動  :B/C=1.02～ 1.07(事業費 ±10%)

事業期間変動 :B/件 1.01～ 1.04(事業期間±1年 )

B/C=4.57～ 5.56(事業費 ±10%)

B/C=4.81～ 5.02(事業期間±1年 )

事業の ,

援、搬送時間短縮による救命率の向上)でのア セ ス

県南地域幹線道路整備促進期成会」より」 」

ヽ

島原道路の一部である吾妻愛野バイパス (延長1,7km)力 平`成29年 12月 16日 に供用。

′ ′で 12月 21日 に供用。
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※:総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



【事業の経緯】i                別添資料

道建-7  -般県道諫早外環状線(長野工区)事業の経緯

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完 了 (億円)

当初
(H29新規評価,

H20 鶴30 9.0 0.72
延長咄5km

幅員=6β (3,0)m

第1回審磁
(H29:今回)

社会情勢等
の変化(金体
事業費め増及
び工事期間の

砥長)

H20 開32 13.0 104 延長=0.5km
幅員=6.5(a.0)m



再評価結果 (平成 29年度事業継続箇所)

担 当 課 :道路第二課

担当課長名 :酒井 進―

に しその 用 いて

事業
■依 長崎県

事業名
一般県道誤軍猟紫駅線 (宴野工区)

起終点 自:貿蒔紫素輪 貿野苛 至:貿蒔紫額卓幣宴野貯 延 長 0. 5 0km

般県道諫早外環状線 (長野工区)は、長野 ICと 国道57号を接続する道路であり、主要渋滞箇所である

H29年度用地着手 H29年度工事着手見込

、安全安心な生活道路の確保を目的としている。

H29年度事業化 都市計画決定 あり
4

13億円 業進捗率 22% 用済延長 0. Ok「全体事業費

計画交通量 11, 600台 ′/日  (H42)
費用対効果
分析結果 1. 04

5.02l競事業)

総貫Л il残事業)/1事業全体)

[轟
持ぎ】≧1盈1亀ヨ

億円
]

476/476億円
走行時間短縮便益:368/868億円

平成 29年
走行費用減少便益:69/69億円

:B/併 1.01～ 1.03(交通量 ±10%)【残事業】B/C=4.82～ 5.22(交通量 ±10%)

81～ 5,02( 業期間±1年 )

業 (全体事業)について感度分析を実施

事業費変動
事業期間

B/C=1.02～ 1.07(事業費 ±10%) B/C=4.57～ 5.56(事業費 ±10%)

01～ 1.04(事業期間±1年 )
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平成29年度

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道建T5,6"7 道路改築事業
一般県道諫早外環状線

(諫早インターエ区・鷲崎～栗面工区日長野工区)
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事業概要
◆事業の 目的
。一般県道諌早外環状線「諌早インターエ区・鷲崎～栗面工区」は地域高規格道路「島原道路」の一部
として広域ネットワークを形成するとともに、環状道路として諫早市中心部の渋滞を緩和する事業。

ざ

導 :

|!、 蕉す1

こ
と

L=4. 3km L=2.7k冊 O. 5

事業のあ要性 (交通混雑の緩和)
・ 諫早市中心音Bの国県道では交通混雑 しており、貝津交差点と栗面町交差点、鷲崎交差点で渋

滞が発生。

・ 諌早外環状線を整備することにより交通の分散を図り、交通混雑を解消・ 緩和し、安全かつ

3

Ill l11■ |:i

区

4

|
諫早インターエ区 鷲埼～栗面工区 長野工区

事業化年度 平咸20年度 平成23年度 平成29年度

22%事業進捗率 84X 67祐

用地進捗率 100% 100% 68弘

標準断面団
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長野 IC

栗面 IC
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諌早インターエ区 驚崎～栗面工区 長野工区
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出 出 鉄 道

t
国道34号
交通E:25105台 /日
混雑度 :18

国道57号
交通置 :伯 68F。 台/日
混 4催震 :16

県道 有喜本腺早停車埒亀
交通量 :1射 341台 /日
混雑嵐 :14

黒逮 僚早頌二韓

交通二 :24,,24台 /日
経雑康 :16 150m最大狡滞長 :

最大覇当時間 4分

最大渋滞長 :100m
最大垣燿備旧 :2分

最大歳議長 :S的

最大これ帝田 :3分

最大渋滞長 :19備
最大■4酷同 :5分

最大歳議長 :衛
最大重通時間 :2分

目道5,号

交通鳳 :41.635台 /日
巌韓度 :13

蒋

lll船越 トン利ケ交差点 □道57号 有喜本諌早停車場線 混雑状況 鷺崎町交差点 渋滞状況



事業の町要性 (広頭ネットワークの形成)

・ ―艘県道諌早外環状線「諌早インターエ区・ 鸞崎～栗面工区」は、地域高規格道路「島原道

路」の一音8であり、「諌早インターエ区・ 鸞崎～栗面工区」を含む4工区を県、国道57号
「森山拡幅」を国が事業中。

・ 島原道路の整備により、南島原市深江町から諌早インターヘ所要時間が90分から40分ヘ

50分短縮され、島原半島地域と県央地域の地域交流を促進 し、地域活性化が期待される。

・ 島原半島には 3次救急医療施設がなく、大村市にある 3次救急医療施設への重度悪者の搬送

時間の短縮により、安全で安心できる生活の実現が期待される。

91698(8.898)
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小艤起HJ交珪点

インターエ区 約4k締
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L=2.2km H16.3供 用

島原中央適路 (直轄)

LE45km
H24.103供用

島原深江道路 (直轄)
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Hll.2供用
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市

再評価に至つた理由 (1)
諌早インターエ区

【完了工期】H30(前 □ H31 (変更)

◆完了工期の延伸
貝津東地区の人家連坦地区において、地元と調整をおこなった結果、現計画における工

事による騒音振動の発生見通 しに対 し、より生活環境に配慮 した施工をおこなうこととな
ったことから、工程を見直 した結果、完了年度が平成 31年度となつた。
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再評価に至つた理由 (2)
【事業費増】227日0億円(前 ロ

)
→ 264.3億 円(変更)
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諫早インターエ区

0 再

栗面iC

諫早インターエ区

=H瞭
早(〔

'7r父 もゞ, ガ

0
憔

積 薄 前 交 と ざ

ジ

と!凛 :P翔 毎ユ 革

隷
！ｉｉ

＠

〆

や入′′lイ
年

半
．
略面

ｒ

果

0

再評価に至つた理由 (2)

①地盤改良等の追加に伴う増

① o③・④
貝津地区 ①・④

貝津橋 IC部

諌早 IC部
① o② o③

②
平山地区

②

票面地区
①・④

小船越地区

事業資増の内容 増額 主な造額理由

。当初の想定より構造物基礎の支持地盤が深かつたため、地盤改良工を追之lし

たことによる増

・ 流用ラ定の上砂について、当初想定 してしヽた土質との相違があつたことか

ら、土電改良を追加 したことによる遭

①地盤改良等の追加に伴う増 約77億円

。当初想定していた土質との相違に伴い、舶工が困難となつたことから施工ん

法を変更したことによる増
②施工工法の変更に1半う増 約138億円

。当初想定 してしヽなかつた湧水が発生したことにより、施工が困難となつたこ

とから施工方法を変更したことによる増

③構造変更に伴う増 約62億円 当初想定 していた土質との相違に伴い、構造物を変更 したことによる増

④残土処分及び土砂購入に伴
う増

約96億円
・ 補強土壁工の背面盛主へ流用予定であつた土砂が使用できなかつたことから

購入上の使用及び残土処分による増

合 計 約373億円

O小船越地区の擁壁工において、支持地盤が想定より深かつたため、地盤改良工を変更 した。

0当初断面図 ●変更断面図

置換基礎

地盤改良工
h 想定支持地盤線 H≒ 15m

8
支持地盤線



再評価に至つた理由 (2)
①地盤改良等の追加に伴う増

O諌早 IC部の橋脚の工事用道路施工において、当初想定より支持層の落ち込みが確認された

ため、地盤改良工を追加 した。

0平面図

「 ‖|||  | く＼

0当初ボーリング調査箇所

●追加ボーリング調査箇所

工事髯亀路

地盤改良エ

イロン・ポリエス
'

想定すべり面

9

諌早インターエ区

②施工工法の変更に伴う増

O平山地区の橋梁下部工において、当初想定 していなかつた転石が確認されたため、地中の障害

に対応できる掘削工法に変更をおこなったもの。

0平面図
●状況写真

―

●仮設工断面図

一―
■

―
岡

|

|

再評価に至つた理 (2)■
■

口
口

10



再評価に至つた理 (2)■
■

■
■

諌早インターエ区

②施工工法の変更に伴う増

○諌早 lC部の橋脚基礎杭の掘削において、湧水が想定より多かつたため、止水工を追加 した。

●平面図
湧水状況写真 止水工施工写真

●横断図

作業ヤード tl,| ガ
´

.「
51Xl.、

長 備 自 動 車 道

1 20cm

地下水位徐

0と
‐
(l.00

11
止水工 (薬液注入工)

再評価に至うた理由 (2)
諌早インターエ区

③構造変更に伴う増

O諫早 IC部において、想定 していなかつた転石が確認され、地盤改良ができなかったこと

から擁壁構造を変更 した。

0当初断面図

||||

0平面図

霞

中

▲
‥
‥
‥

転石発生状況

一コ

じ

寸

　

―

‐

至 長崎市

口道34号

|

I

至 六村市

l「
1写 lil

●変更断面図



再評価に至つた理 (2)■
巨

■
■

諫早インターエ区

④残土処分及び土砂購入に伴う増

O擁壁工の背面盛土に使用する盛土材について、流用予定であつた切土工の発生土が想定

より悪かつたため、上砂の購入及び残土処分を追加 した。

●平面図 ●横断図

N0 64

主 |す

,・  |

卜
　
　
一

背面盛土

iヽ

13

費用対効果分析
諌早インタr工区

【B/C】 1。05(前
(1.32※ )

□ 1.04※ (現行)

〔マイナス要因〕
・事業費の増 (土質の相違に伴う工法の変更等)

。工期の延長 (生活環境に配慮した施工による遅延)

※諫早インターエ区、鷲崎～栗面工区、長野工区を一体として分析をお

こなつている。

対応方針

(原案)

) →

イ i` ~|:,|■

事業継続
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再評価に至つた理由 (1)
鷲崎～栗面工区

【完了工期】H30(前 → H32 (変更)

◆完了工期の延伸

トンネル掘削において、地表面の変状や掘削天丼の崩落等が生じたため、対策の検討及び対

策工事に不測の期間を要 した。このため、工事完成に時間を要することとなつた。

半造,‖

小ケ倉ダム

半追川

４
〓

厠

諫早凛驚蔦校

瞭早中学校

川ヽ票小学校

トン

くれも

聴崎～票面工区 約3

15

疎早慶彙蔦被

陳早中学校

J環小学校

くれも

ヽ

鷲崎～栗面工区

、ヽ

積贈薦競

驚崎町交差点

横電病院

栄

再評価に至つた理由 (2)

【事業費増】120億円 (前 )→ 170億円 (変更)

４
〓

河

憔

(仮称)4号トンネル
対策の検討及び対策工事

②・③
長野地区②

小川地区

③
小川地区 ①

4号 トンネル

事業費増の内容 建顔 叢な増顔理由

当初想定との土質の相違に伴い、H型錮などの支保構造の変更による増①掘削補強工法の追ね8等
トンネル事業資の増

約32億円
地表面の変状対策のため、掘削補強工法を追加することによる嬉

②生活環境対策に伴う増 約2億円 ・ 利用実態の把握に伴う増 (既存遭路の付替遣路の追疱B)

・ 土砂掘削部及びJと鯉改良部において当初想定していた土質との相違に伴い、工法の追加、変更 したことによる嬉③土質の相違に伴う塔 約 16億円

合 計 約50億円

【事業資増の主な内容】

Jヽ ク倉ダム

票面工区 約 3km



再評価に至つた理由 (2)
鷲崎～栗面工区

①掘削補助工法の追加等によるトンネル事業費の増

○ (仮称)4号 トンネルにおいて、当初想定との上質の相違に伴い、掘削パターンを変更 した。

1貫 :|「 口
'IB

●当初掘削パターン

●変更掘削パターン ゛

●掘削パターン図  硬 軟

緬
ぬ

劉
加
↓

再評価に至つた理由 (2)
鷲崎～粟面工区

①掘削補助工法の追加等によるトンネル事業費の増

計磁|

CЦ

|

CⅡ

5221

計
| 口 圏瑞圏跳

|''1 1S'1 67之

'
32&,

DI

い輛申蝉 ___夢
―

O(仮称)4号 トンネルにおいて、掘削により地表面に変状が生じたため、変状対策として掘削補助工法を追加した。

0地質縦断図 BRIIInH●

↓    7

①崩落状況 (地表面) ②クラック状況 (地表面) ③崩落状況 (坑内)

8
1工 法

O断面図 ○縦断図



再評価に至つた理由 (2)
鷲崎～栗面工区

②生活環境対策に伴う増

○長野地区において、既存道路の付け替えについて地元と改めて協議をおこなつたところ、本線を横断する道路が必要との

ことから横断函渠を追加 した。

横断暗渠設置箇所 (長野地区)

言 現況ルー ト

ー… 整備後ルー ト

積断暗果断面ロ

19

再評価に至つた理由 (2)
③土質の相違に伴う増

鷲崎～栗面工区

ミ g

〇小川地区において、想定より浅い箇所に岩が確認されたことによる岩掘削の増加

0当初断面図

上砂掘削 (青 )

0変更断面図

上砂掘削 (青)

20



再評価に至つた理由 (2)
鷲崎～栗面工区

③土質の相違に伴う増

O法面に不規則な亀裂の入つた岩が確認されたことによる法枠工の追加。

0当初断面図

植生基材吹付

●変更断面図 0法面状況

法枠工

21

再評価に至つた理由 (2)
鷲崎～ 面工 区

③土質の相違に伴う増

O長野地区において、当初想定よりも軟弱地盤が深 く、転石等も確認されたため、中層混合処理工法から深層混合処理工法

(M「SI法)に変更 した。

0当初横断図 0中層混合処理工法

翼
H=3000

●変更横断図

,4電 襲
‐

じ

中層混合処理工法
支持層

0深層混合処理工法 (MITS工法)

狐 頬

|

MITS工法

22

支持層



費 対効果分析
一
一

一
ロ

【B/C】 1.25(前
(1.32※ )

〔マイナス要因〕

鷲崎～粟面工区

t04※ (現行))□ →

くれも

・ 事業費の増 (ト ンネル掘削補助工法の追加等)

。工期の延長 (ト ンネルエ事により生じた変状に対する

検討及び対策による工事の遅延)

※諫早インターエ区、鷲崎～栗面工区、長野工区を一体として分析をお

こなつている。

対応方針

(原案)

23

再評価に至つた理由 (1)
長野工区

【完了工期】H30(当 初)
→ H32 (変更)

◆完了工期の延伸

①国道との交差点部において、接続する道路管理者および河川管理者との協議に時間を

要した。このため、工事完成に時間を要することとなった。

憔

聴崎～票面工区 約3 km

24

事業継続

横層薦院

小
ヶ
種
川

(Ittl 4署トンネル

栗画iC

小ヶ倉ダム



再評価に至うた理由 (2)

【事業費増】9億円 (当初)
→13億円 (変更)

長野工区

至 :諫早IC
×

×

号
×

×

×

来

長野IC

【事業費増の主な内容】

×

事業費増の内容 増額 主な増韻理由

①土質の相違に伴う
'営

4億円 ・地盤改良きBにおいて当初想定していた上質との相違に伴い、変更したことによる増

25

再評価に至つた理由 (2)
長野工区

①土質の相違に伴う増

O長野地区の地盤改良において支持層が想定より深かつたため、中層混合処理工法から深層混合処理工法へと変更 した。

0当初断面図 ●変更断面図

吟

H=3000

0中層混合処理工法

想定支持地盤線 中層混合処理工法
H=7500

支持地盤線

0深層混合処理工法

甲 朝レJ代

母

― トー ー ー

,こ
'手

r真 :観 ■■ ‐獅十ⅢI■

26

深層混合処理工法



費用対効果分析
長野工区

【B/C】 6.72(当初) →  1:04※ (現行)

(1.32※ )

〔変動要因〕
。事業費の増 (土質の相違に伴う工法の変更等)
。工期の延長 (関係管理者との協議の遅延)

※諫早インターエ区、鷲崎～栗面工区、長野工区を一体として分析をお
こなっている。

27

対応方針

(原案)
事業継続



【事業の経緯】                 別添資料

道建T8  主要地方道佐世保日野松浦線(松浦インターエ区)事業の経緯

審議経過
再評価
の理由

工 期 事業費
B/C 概要

着エ 完 了 (億円)

当初
(H28新規評価)

樹28 H29 5.0 2.5
延長=0,1lkm
幅員=6.0(9.75)m

第 1回審議

(H29:今回 )

社会情勢等
の変化(全体
事業費の増及
び工事期間の

延長)

H28 ‖30 5.5 2.3
延長=0,1lkm
幅員=6.0(9.75)れ



再評価結果 (平成 29年度事業継続箇所)

担 当 課 :適路建設第二課

担当課長名 :本田 保

事業
■依 長崎県

事業名 ひ
口
口 インターエ

延長
o. 1 lkm

醒終点
自:饗蒔紫的 緒斃 至:貿暗繋的 請箕

事業概霊  :松浦インターエ区は、西九州自動車道(仮)松浦ICへのアクセス道路である。
当該地域は、松浦市の中心部で南部には大型工場等が立地しており、当工区の整備により、松浦市中心部と

松浦 ICのアクセス性の向上により地域活性化と安全な交通の確保を図るものである。

H28年 度用地着手 H29年 度工事着手H28年 度事業化 都市計画決定 な し

455. 5 O km全体事業費
H4204 0十画交通 :

13.7/13.7億 円
走行時間短縮便益:9.5/9.5億 円
走行費用減少便益1 1.5/1.5億円

B/C

4 2(残事業)

2. 3 29 年

0.03/0.0
事業費 :

維持管理費

2.9/5.4億 円
2.9/5.3億 円

費用対効果
分析結果

+

士

+
業費変動 B/C=3.62～ 4.64(事業費

78～ 4.62(交通量
について

04-
B/C=2.15～ 2.39(事業費 1011)

+17-2.27

±10%)

±10%)

、地域の活性化、救急医療体制強の支援

て いよ

事業撮択監より尋評価実施時声で0周辺盤頻盗1ヒ霊  _|  :
特になし。

の事菜の進

平成29年度末までの進捗率は450ノ6で、一部工事に着手したところであり、引き続き事業を進め、平

を目指している。

の で し

ているが、鋭意用地交渉を進め、に いて、

を目指している。

と

崎  県景

:鷺 婢1を

1守
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その い て

※ と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計とT致 しないことがある。
の



平成29年度

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道建-8 道路改築事業
主要地方道佐世保口野松浦線

(松浦インターエ区)

長崎県

1

位置図

西九州自動車道 (伊万里松浦道路)の松浦 IC(仮称)のアクセス道路である。

本事業を実施することにより、松浦市中心部と松浦 ICのアクセス性が向上する。
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今回再評価に諮る理由

⇒交付金事業から補助事業への移行手続きのため

【事業の移行に至つた経緯等】        i
・これまで、高規格幹線道路へのアクセス道路については、交付金事業を充当して整備
を行つていた。

・「高規格幹線適路ICアクセス道路補助制度の創設」 H29年12月 22日
H30年度より高規格道路ICアクセス遭路への機動的な配分や集中的な支援を目的と
した新たな補助制度が創設された。

⇒供用に向けた集中的な予算の充当が必要であり、個別補助化することで予算の確保
の観点から有利となる。

【補助事業移行に必要な対応】
・新規採択時と比較して事業費の増加が10%以上または、事業期間の延長が10%以上
の場合、再評価の実施が事業移行の条件とされている。

新規採択時(H28) 再評価時(H29)

事業期間 H28^ψ H29 509 4 H28-H30

全体事業費 (百万円) 500      109 ,増 550
一

再評価の審議が必要
3

事業概要

事業概要:計画延長 L=110m 幅員 W=6.0(9.75)m

事業目的:松浦IC(仮称)と松浦市中心市街地とのアクセス強化

事業区間 L=110m W=6.0(9.75)m

ICアクセス道路 (A― A')

国道204号拡幅 (B― B')

4

20 14 93

30 30 30 夕 4as  ao

|

16



事業の必要性
当該地域は、松浦市役所や学校等の公共施設がある松浦市の中心部であり、南部には大

型工場等も立地している状況である。
西九州自動車道 (伊万里松浦道路)の整備により松浦IC(仮称)が設置されるが、当工区

の整備により、松浦市中心部と松浦ICのアクセス性が向上する。

`f導
ttれを

E14モ

輸 Ⅲ

′4エ (仮 ) 松浦tC

(園 )2

動車道．／本 `上 均騒
， ガ

アクセス性向上
寿眸

'ヱ

Iヨ 剰
 I「

…
I

P

1不 毛岨 彎

0も 1団 l「 f蒟団

キ佐 E,黎 モo

再評価に至つた理由 (1)

【完了工期】H29(当初)→ 旦3∝変更)

・西九州自動車道調川 IC～松浦 ICの供用時期がH30年度であり、取付部の工事におい

て調整を図り、完了年度がH30年度となった。

取付報

葉
6

一
ａ

204

r

P

、こ
佐
１

■1ミ Ⅲ =|.:i

,芹 ri:

志佐阿痘野夕_

学,'(渭

―

 :輩良常

―

 :主改良



再評価に至つた理由 (2)

【事業費増】5BO億円(当初)
→ 5.5億円(変更)

〔事業費増の主な内容〕

費用対効果分析

【B/C】 2日 5(当初)→ 2日 3(今回)

〔マイナス要因〕
日事業費の増 (用地補償費の精査による増)

ロエ期の延長(関係機関との工事調整による遅延)

対応方針

(原案)

7

8

事業資増の内害 増概 主な増狙理由

用地補償費の精査 約 0.5億円 建物調査による補償費の増

計 約 0.5億円

事業継続


